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原
子
力
安
全
協
定
に
お
け
る
周
辺
自
治
体
間
の
権
限
格
差
解
消
の
た
め
の
法
整
備
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

平
成
二
十
三
年
に
発
生
し
た
福
島
第
一
原
発
の
事
故
を
踏
ま
え
、
国
は
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
（
以
下
、
原
災
法
）

に
基
づ
き
、
新
た
な
対
策
指
針
を
策
定
し
、
対
策
を
重
点
的
に
実
施
す
る
区
域
と
し
て
「
予
防
的
防
護
措
置
を
準
備
す
る
区

域
」
を
意
味
す
る
「
Ｐ
Ａ
Ｚ
（
発
電
所
か
ら
概
ね
半
径
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
）
」
と
「
緊
急
時
防
護
措
置
を
準
備
す
る
区

域
」
を
意
味
す
る
「
Ｕ
Ｐ
Ｚ
（
発
電
所
か
ら
概
ね
半
径
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
）
」
を
設
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
Ｕ
Ｐ
Ｚ
内

の
全
て
の
自
治
体
（
以
下
、
周
辺
自
治
体
）
は
新
た
に
原
子
力
避
難
計
画
を
作
成
・
実
施
す
る
法
的
責
務
を
負
う
こ
と
と
な
っ

た
。
一
方
、
地
域
と
事
業
者
の
信
頼
関
係
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
持
つ
原
子
力
安
全
協
定
は
事
故
以
前
と
同
様
に
、
両
者
の

自
主
交
渉
に
委
ね
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
協
定
に
盛
り
込
ま
れ
る
項
目
の
種
類
や
、
再
稼
働
等
へ
の
事
前
了
解
の

権
限
の
有
無
、
ま
た
そ
も
そ
も
協
定
が
締
結
さ
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
そ
の
自
治
体
が
原
発
の
立
地
自
治
体
に
ど
う
隣

接
し
て
い
る
か
、
交
渉
が
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
経
緯
で
進
め
ら
れ
た
か
な
ど
、
必
ず
し
も
明
確
・
統
一
的
と
は
言
え
な
い
基
準

で
決
ま
っ
て
い
る
実
態
が
あ
る
。
周
辺
自
治
体
か
ら
は
「
国
が
仕
組
み
を
作
ら
な
け
れ
ば
各
自
治
体
が
個
別
交
渉
で
苦
労
を
重

ね
る
だ
け
」
と
の
極
め
て
強
い
不
公
平
感
が
表
明
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
原
子
力
安
全
協
定
に
お
け
る
周
辺
自
治
体
間
の
権
限
格

差
問
題
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
国
が
協
定
締
結
の
基
準
や
枠
組
み
な
ど
に
関
す
る
法
整
備
を
行
う
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
、
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以
下
質
問
す
る
。 

一 
現
在
の
法
体
系
で
は
、
再
稼
働
を
含
め
原
子
力
安
全
規
制
に
つ
い
て
は
専
門
性
と
独
立
性
の
高
い
原
子
力
規
制
委
員
会
に

一
元
化
し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
事
前
了
解
権
や
法
的
な
同
意
プ
ロ
セ
ス
等
を
定
め
た
法
令
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
、

た
と
え
原
発
立
地
自
治
体
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
も
、
事
前
了
解
や
そ
の
手
順
・
基
準
な
ど
を
法
定
化
す
る
必
要
は
な
い
、
と

の
政
府
と
し
て
の
判
断
か
ら
か
。
判
断
の
根
拠
や
論
理
も
併
せ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

原
発
の
再
稼
働
に
際
し
て
事
業
者
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の
安
全
判
断
だ
け
で
な
く
、
立
地
自
治
体
か
ら
事
前
了
解
を

得
る
こ
と
が
常
態
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
ベ
ー
ス
で
あ
る
安
全
協
定
の
締
結
は
法
的
規
制
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

昭
和
四
十
四
年
の
福
島
県
と
東
京
電
力
に
よ
る
最
初
の
協
定
以
来
、
各
地
に
広
が
り
通
例
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
二
年
前

の
二
〇
一
八
年
三
月
に
は
、
茨
城
県
の
東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働
に
際
し
て
事
業
者
は
、
立
地
自
治
体
だ
け
で
な
く
周
辺
自

治
体
に
ま
で
事
前
了
解
権
を
認
め
る
安
全
協
定
を
結
ぶ
に
至
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
実
際
に
は
周
辺
自
治
体
側
が
、
現
行
法
で

担
保
さ
れ
る
安
全
性
以
上
の
も
の
を
得
よ
う
と
す
る
一
方
、
事
業
者
側
も
法
律
で
求
め
ら
れ
て
い
な
い
事
前
了
解
権
を
自
治

体
側
に
拡
大
的
に
付
与
し
て
い
る
現
実
が
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
現
実
社
会
に
お
い
て
法
外
の
価
値
が
見
出
さ
れ
、
そ
の
価

値
を
法
と
し
て
確
定
し
て
い
く
作
業
が
国
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
端
緒
そ
の
も
の
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
及
び
取
組
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を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

三 
原
発
銀
座
と
呼
ば
れ
る
福
井
県
の
若
狭
湾
沿
岸
部
に
隣
接
す
る
京
都
府
北
部
に
は
、
高
浜
原
発
の
Ｐ
Ａ
Ｚ
と
Ｕ
Ｐ
Ｚ
内
に

福
井
県
の
二
倍
以
上
、
合
計
約
十
二
万
も
の
住
民
が
暮
ら
し
て
い
る
。
し
か
し
京
都
府
北
部
の
自
治
体
の
中
に
は
京
都
府
を

含
め
、
避
難
に
意
味
の
あ
る
「
原
発
か
ら
の
距
離
」
で
決
め
ら
れ
た
Ｕ
Ｐ
Ｚ
内
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
立
地
自
治
体
に

接
す
る
「
隣
接
」
自
治
体
で
あ
る
が
故
に
、
「
立
地
」
自
治
体
の
持
つ
事
前
了
解
権
の
な
い
安
全
協
定
と
な
っ
て
い
る
舞
鶴

市
や
綾
部
市
、
ま
た
、
立
地
自
治
体
に
隣
接
す
る
自
治
体
に
隣
接
す
る
自
治
体
、
す
な
わ
ち
「
隣
々
接
」
自
治
体
の
た
め
に

安
全
協
定
よ
り
項
目
数
が
絞
り
込
ま
れ
た
通
報
連
絡
協
定
と
な
っ
て
い
る
宮
津
市
や
福
知
山
市
、
更
に
は
、
立
地
自
治
体
と

の
関
係
が
「
隣
々
々
接
」
自
治
体
で
あ
り
、
協
定
自
体
が
未
締
結
と
の
伊
根
町
な
ど
が
存
在
す
る
。
原
災
法
に
基
づ
き
Ｕ
Ｐ

Ｚ
内
の
全
て
の
自
治
体
は
、
原
発
の
立
地
自
治
体
同
様
に
原
子
力
避
難
計
画
の
作
成
・
実
施
義
務
が
か
か
る
わ
け
で
、
そ
の

こ
と
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
安
全
安
心
に
行
政
上
の
境
界
は
意
味
が
な
く
、
隣
接
、
隣
々
接
、
隣
々
々
接
と
い
う
分
け
方
自

体
が
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
る
。
原
子
力
安
全
協
定
に
お
け
る
周
辺
自
治
体
間
の
権
限
格
差
問
題
を
放
置
す
る
こ
と
に
科
学
的
合

理
性
や
法
的
整
合
性
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
原
子
力
安
全
協
定
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
国
が
責
任
を
も
っ
て
、
対
象
と

な
る
自
治
体
の
範
囲
、
協
定
項
目
や
基
準
を
法
令
上
明
確
に
定
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
と
し
て
の
見
解
及
び
そ
の
根
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拠
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


